
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

十
一
月
の
公
園
整
備
は
三
日
（
日
）
で
す
。

花
壇
整
備
、
雑
草
取
り
、
清
掃
、
潅
水
な

ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

十
一
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
六
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
四
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

公
園
整
備
！ 

『
街
路
樹
・
公
園
樹
』 

 

街
路
・
公
園
の
木
は
鑑
賞
を
目
的
と
す

る
庭
園
の
木
と
は
意
味
が
異
な
る
。
人
の

生
活
の
場
に
植
え
ら
れ
て
い
る
木
は
、
夏

は
木
陰
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。

人
が
屋
外
で
過
ご
す
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
。

通
学
は
い
や
で
も
外
歩
き
に
な
る
。
犬
ね

こ
な
ど
動
物
も
人
と
共
生
し
て
い
る
。
彼

ら
の
生
活
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
街
路
、
公
園

の
木
陰
の
役
割
は
大
き
く
な
る
。
木
の
管

理
は
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
行
う
こ
と
が
必

要
に
な
る
。
目
的
は
人
の
健
康
を
護
る
こ

と
。「
見
た
目
が
よ
け
れ
ば
よ
い
」
と
い

う
管
理
は
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

街
路
樹
は
、
木
陰
が
多
い
の
が
よ
い
。
人

は
、
地
球
を
沸
騰
さ
せ
た
一
人
と
し
て
、

過
ご
し
や
す
い
環
境
を
次
の
世
代
へ
残
す

こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 
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ようやく訪れた秋を迎えて！ 

十
月
十
三
日
（
日
）
連
休
中
で
し
た
が
、
好

天
に
も
恵
ま
れ
十
七
名
の
会
員
参
加
に
よ
り 

公
園
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
椿
の
垣

根
前
に
あ
る
花
壇
を
整
備
し
て
フ
ク
ロ
ナ
デ

シ
コ
の
種
を
播
き
、
先
日
来
の
大
雨
で
泥
が

溜
ま
っ
た
溜
枡
の
清
掃
、
公
園
内
外
の
落
ち

葉
収
集
、
円
形
花
壇
の
雑
草
取
り
な
ど
の
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
猛
暑
は
収
ま

り
ま
し
た
が
、
今
日
も
夏
日
と
な
り
ま
し
た

の
で
作
業
を
早
め
に
終
了
し
青
空
の
下
、
お

茶
と
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
話
に
花

を
咲
か
せ
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

 

砂場にも落ち葉が積り！ 

猛暑が続き、雑草がいっぱい！ 

景観も木陰も大事です 
よい環境を残したい 

芝もきれいに刈れました！ 


